
　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
北
上
市
民
大
学
。

第
１
回
講
義
は
６
月
４
日
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
・
聴
講

合
わ
せ
て
１
１
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
北
古
代
史
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
髙
橋
富
雄
東
北
大
学
名
誉
教
授

か
ら｢

平
泉
の
こ
こ
ろ
を
考
え
な
お
す｣

と

題
し
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
、
世

界
遺
産
登
録
へ
向
け
て
話
題
と
な
っ
た
平

泉
。
そ
の｢

こ
こ
ろ｣

に
つ
い
て
、
ゆ
っ
く

り
、
優
し
い
口
調
で
語
る
講
師
。

　

受
講
者
か
ら
は｢

平
泉
へ
訪
れ
て
み
よ

う
、
自
分
で
歴
史
を
学
ん
で
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た｣｢

『
平
泉
の
こ
こ
ろ
』
の
一
端

で
も
分
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す｣

な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
上
市
民
大
学
は
、
本
年
度
も
幅
広
い

分
野
の
講
師
陣
を
迎
え
て
、
魅
力
的
な
講

座
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
７
月
の
市
民
大
学
】

●
と　

き
…
７
月
９
日(

木)

午
後
６
時
30

分
〜
８
時

●
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
第
１

学
習
室

●
講
師
略
歴

　

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
、
同
大
学
院
卒

業
。
岩
手
医
科
大
学
医
学
部
第
三
内
科
助

手
、
千
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
医
院
長

●
講
師
か
ら
皆
さ
ん
へ

　

｢

な
る
べ
く
健
康
で
い
た
い｣

こ
れ
は
皆

さ
ん
が
願
う
も
の
で
す
。
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
、
知
っ
て
い
る
と
き
っ
と
役
に

立
つ
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
た
っ
た
一
度
の
人
生
で
す
。
皆
さ

ん
が
自
分
ら
し
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
、

ぜ
ひ
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

●
聴
講
…
北
上
市
民
大
学
は
６
〜
11
月

ま
で
の
連
続
講
座
で
す
が
、
そ
の
都
度
聴

講
も
で
き
ま
す(

第
６
回
移
動
学
習
は
除

く)

。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
開
講
日
に
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
聴
講
料
…
１
回
５
０
０
円

　

(

当
日
会
場
で
徴
収
し
ま
す)

　

４
回
目
と
な
る
利
根
山
光
人
記
念
大
賞

展
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
・
き
た
か
み
の
審
査

会
は
５
月
31
日
・
６
月
１
日
の
両
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
募
展
は
市
内
立
花
に
あ
る
利
根

山
光
人
記
念
美
術
館
の
開
館
５
周
年
を
機

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
全
国
29
都
道
府
県
か
ら
２
１
７

点
も
の
応
募
が
あ
り
、
市
内
か
ら
は
６
点

が
入
賞
、
入
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　

８
月
２
日(

日)

に
は
表
彰
式
が
、
７
月

31
日(

金)

〜
８
月
９
日(

日)

に
は
入
賞
入

選
作
品
展
が
、
北
上
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
市
内
の
入
賞
入
選
者
は
次
の
通
り
で
す
。

(

敬
称
略)　

第
１
部
門｢

祭｣　

部
門
賞
／
阿
部
龍
一　

奨
励
賞
／
川
杉
雅
江　

入
選
／
鬼
柳
吉
治

入
選
／
工
藤
文
枝　

入
選
／
佐
藤
清
美　

第
２
部
門｢

自
由
テ
ー
マ｣　

入
選
／
佐
藤

清
美

北
上
市
民
大
学
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

   

２
０
０
９
第
４
回
公
募

　

利
根
山
光
人
記
念
大
賞
展

　

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
・
き
た
か
み

入
賞
・
入
選
作
品
決
定　

北
上
市
の
阿
部
龍
一
さ
ん
が

第
１
部
門
賞
を
受
賞
！

入
賞
・
入
選
作
品
決
定　

 

大  

賞　

都
丸
直
子(

愛
知
県)

｢

宴
た
け
な
わ
、
今
夜
も
大
忙
し
！｣

 第２部門賞　山本智之(埼玉県)
｢明日の記憶｣

 第１部門賞　阿部龍一(北上市)
｢SHI･JI･MA Ⅰ｣

満員御礼!!
会場は118人の受講生と聴講生の熱気で
あふれていました

健
康
寿
命
を
延
ば
す
知
恵

講
師　

千
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
医
院
長

　
　
　

千  

田  

恵  

美 　

氏

生涯学習センター
 「遊・YOU学園」からのお知らせ
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出
前
講
座
と
は
、
自
治
会
や
子
供
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
か
ら
の
申
し
込

み
に
応
じ
て
、
講
師
が
無
料
で
講
座
を
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
、
出
前
講
座
の
講
師
は
市

や
公
共
機
関
、
民
間
企
業
・
団
体
の
職
員

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

個
人
で
も
講
師
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
歴
史
や
書
道
、
手
芸
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
特
技
を
生
か
し
、
講
座
を
開
い

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

講
師
に
登
録
す
る
と
、
出
前
講
座
の
メ

ニ
ュ
ー
に
講
座
・
講
師
名
が
登
載
さ
れ
ま

す
。
団
体
か
ら
講
座
の
受
講
申
し
込
み
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
生
涯
学
習
文
化
課
が

窓
口
と
な
り
、
日
程
調
整
な
ど
の
手
続
き

を
行
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
貢
献
に
興
味
の

あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
募
集
対
象
…
自
分
の
持
っ
て
い
る
特
技

な
ど
を
生
か
し
て
講
座
を
実
施
で
き
る
人

(

45
分
〜
２
時
間
程
度
。
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん)

●
講
師
報
酬
…
あ
り
ま
せ
ん(

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
お
願
い
し
ま
す)

●
問
い
合
わ
せ
…
生
涯
学
習
文
化
課
社
会

教
育
係(

☎
６
１

－

３
２
３
１
）

放
送
大
学
10
月
生
募
集
中

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
た
だ
今
10
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
・
職
業
の
人
た

ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
多
種
多
様
の
分
野

を
学
べ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
大
学
や
大

学
院
の
授
業
科
目
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　

ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
放

送
大
学
の
授
業
を
視
聴
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
募
集
期
間
…
８
月
31
日(

月)

ま
で 

●
問
い
合
わ
せ
…
放
送
大
学
岩
手
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
９

－

６
５
３

－

７
４
１
４

フ
ァ
ク
ス
０
１
９

－

６
５
３

－

７
４
１
０

気
軽
に
講
師
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜
出
前
講
座
講
師
募
集
〜

   35年の生涯で俳句
(和歌)の近代化を成

し遂げ、近代日本の

青春期を駆け抜けた

正岡子規。明治26年、
子規は一月余りに及

ぶ東北旅行の最後に

西和賀、北上を訪れ

ました。紀行文と小

説を読みながら、子

　～食は命なり～運命が

変わる生食を五行陰陽の

思想から学びます。人生

のセカンドステージを迎

えた男性が、何をどのよ

うに食べれば本来のパワ

ーを取り戻せるのか。本

連続
講座

夏季特別講演

生涯学習センター内の放送大学
視聴コーナー

NHK文化センター北上教室

正岡子規　青春のみちのく
講師　日本現代詩歌文学館主任学芸員　
　　　豊 泉　豪　氏

規の足取りをたどりま
す。

●とき…７月５日(日)午前10時30分～正午
●ところ…生涯学習センター

●受講料…無料

両講座の申し込み…電話でＮＨＫ文化

センター北上教室(☎61-2033)へ

男の五行陰陽 ～食で人生が変わる～

講師　マクロビオティックカフェ・レストラン
　　　 Sobe's Cafe オーナー　畠山さゆり氏

生涯学習センター休館日

７月15日(水)  毎月第３水曜日は休館日です。

●とき…７月７日・21日、８月４日・18
日、９月１日・15日(７～９月の第１･３
火曜日､全６回)午前10時～11時30分
●ところ…生涯学習センター

●受講料…10,710円(教材費は別途)
※会員登録していない人は入会金3,150円
が掛かります。

当の自分に回帰できる、ためになる講座で

す。　　　

教育委員会事務局生涯学習文化課
北上市大通り1－3－1おでんせプラザぐろーぶ３階
☎61－3231・3232／ファクス63－3121　ホームページ　http://kitakami-manabi.jp/
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